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(57)【要約】
　活性炭フィルタと逆浸透（ＲＯ）フィルタとを含む浄
水システム 。前記活性炭フィルタは、通常、中央管の
上方部分を受容する中央開口部を有して形成されている
。前記炭素フィルタの下流に配置されるＲＯフィルタは
、前記中央管の孔を設けられた部分の周囲に形成するこ
とができる。システムは、さらに、前記中央管と共に前
記炭素フィルタとＲＯフィルタとを含む水受を受容する
ように構成された頭部を有する。該頭部に形成された導
入口により、浄化されていない原水が炭素フィルタに流
れ込む。前記炭素フィルタ内に形成された環状の表面と
中央管の外表面とで定められる第一水路によって、水は
ＲＯフィルタに流れ込む。ＲＯフィルタから流れ出た水
は、中央管の孔を設けられた部分を通って中央管内部の
水路を流れ、前記頭部内に形成された導出口へと至る。
【選択図】　　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　孔を設けられた部分を有する中央管
　該中央管の一部を受容する大きさの中央開口部を有する炭素フィルタ、
　前記炭素フィルタの下流に配置され、前記中央管の前記孔を設けられた部分の周囲に形
成された逆浸透（ＲＯ）フィルタ、
　前記炭素フィルタ、前記ＲＯフィルタ、及び前記中央管を含む水受
　前記水受に連結することのできる頭部、
　該頭部内に形成され、浄化されていない原水が前記炭素フィルタに流れ込むのを可能に
する導入口、
　前記中央管内に形成され、水が前記ＲＯフィルタから、前記中央管の前記孔の設けられ
た部分を通って水を流す第一水路、及び
　頭部に形成され、前記ＲＯフィルタによって濾過された水を前記第一水路から流す導出
口
　を有することを特徴とする浄水システム 。
【請求項２】
　前記中央管の上方部分が前記頭部内に受容されると共に、前記システムが、前記上方部
分の、頭部の表面に近接した位置に配されるＯリングをさらに有することを特徴とする、
請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記炭素フィルタの上端面と前記中央管の外表面とに接触する上端キャップ、及び
　前記炭素フィルタの下端面と前記水受の内表面とに接触し、前記炭素フィルタによって
濾過された水が逆浸透（ＲＯ）フィルタへ流れ込むのを可能にする開口部を有する下端キ
ャップ
をさらに有することを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記中央管の上方部であって、前記上端キャップの表面に近接する位置に配されるＯリ
ングをさらに有することを特徴とする、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記下端キャップの外表面であって、前記水受の前記内表面に近接する位置に配される
Ｏリングをさらに有することを特徴とする、請求項３に記載のシステム。
【請求項６】
　前記炭素フィルタの上端面、前記水受の内表面、及び前記中央管の外表面と接触し、前
記原水が下方に流れて前記炭素フィルタに入るのを可能にする少なくとも１つの開口部を
有する上端キャップ、
　前記炭素フィルタの下端面、前記水受の内表面、及び前記中央管の外表面と接触し、前
記炭素フィルタによって濾過された水が逆浸透（ＲＯ）フィルタへ流れ込むのを可能にす
る少なくとも１つの開口部を有する下端キャップ
をさらに有することを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記逆浸透（ＲＯ）フィルタが、前記中央管の前記孔を設けられた部分の周囲に螺旋状
に捲回されていることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記浄化されていない原水が前記炭素フィルタ内を半径方向内側に流れて該フィルタを
通過するように、前記炭素フィルタが前記水受中に配置されていることを特徴とする、請
求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記浄化されていない原水が前記炭素フィルタを通って下方に流れるように、前記炭素
フィルタが前記水受中に配置されていることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
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　前記逆浸透（ＲＯ）フィルタによって濾過された水が前記ＲＯフィルタ内を半径方向内
側に流れて該フィルタを通過するように、前記ＲＯフィルタが前記水受中に配置されてい
ることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記逆浸透（ＲＯ）フィルタによって濾別された汚染要素を含有する水が前記ＲＯフィ
ルタを通って下方に流れるように、前記ＲＯフィルタが前記水受中に配置されていること
を特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記システムが、水盤上に位置する蛇口と効果的に連結されるように大きさが定められ
ていることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記導入口が、急速継手を受容するように適応されていることを特徴とする、請求項１
に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記水受が、取り外し可能に前記頭部と連結されていることを特徴とする、請求項１に
記載のシステム。
【請求項１５】
　前記水受と前記頭部とが、水受と頭部との連結を容易にする、相互に適合するネジ構造
を有していることを特徴とする、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記導入口が、前記原水源と連通する導入口と接続されるようになっていることを特徴
とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記炭素フィルタと前記逆浸透（ＲＯ）フィルタとが別々の構造物となっていることを
特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記炭素フィルタと前記逆浸透（ＲＯ）フィルタとが一体化され、単一の構造物を形成
することを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記システムが、前記逆浸透（ＲＯ）フィルタによって濾別された水と汚染要素とを前
記水受から流出させる、前記水受に形成された排出口をさらに有することを特徴とする、
請求項１に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記システムが、前記排出口内に配設されたメッシュスクリーンをさらに有することを
特徴とする、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記システムが、前記排出口内に配設された流れ制限器をさらに有することを特徴とす
る、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記システムが、前記炭素フィルタ内に形成された環状の表面と前記中央管の外表面と
によって定められる第二水路をさらに有し、前記炭素フィルタによって濾過された水が該
第二水路を通って前記逆浸透（ＲＯ）フィルタに流れ込むことを特徴とする、請求項１に
記載のシステム。
【請求項２３】
　前記システムが、
　前記炭素フィルタの上端面と前記中央管の外表面とに接する上端キャップ、
　前記炭素フィルタの下端面と前記水受の内表面とに接すると共に、前記炭素フィルタに
よって濾過された水を前記逆浸透（ＲＯ）フィルタに流すための開口部を有する下端キャ
ップ、
　前記中央管の上方部分であって前記上端キャップの表面に近接する位置に配されるＯリ
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ング、
　前記下端キャップ外側の部分であって前記水受の内表面に近接する位置に配されるＯリ
ング
をさらに有し、
　前記ＲＯフィルタが前記中央管の前記孔を設けられた部分の周囲に螺旋状に捲回される
と共に、前記炭素フィルタによって濾過された水が前記ＲＯフィルタ内を半径方向内側に
流れて該フィルタを通過するように前記ＲＯフィルタが水受内に配置され、
　前記炭素フィルタが、前記浄化されていない原水が前記炭素フィルタ内を半径方向内側
に流れて該フィルタを通過するように水受内に配置される
ことを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項２４】
　流体流通可能に直列に連結された複数の別々の濾過ユニットを有し、該複数の濾過ユニ
ットの各々が
　蛇口取り付け用水受とより長い水受とを交換可能に受容するように大きさが定められた
汎用頭部、
　前記汎用頭部と取り外し可能に接続することができ、少なくとも１つの水濾過要素を含
む水受、
　浄化されていない原水を前記少なくとも１つの水濾過要素内に流し込むことのできる、
前記汎用頭部内に形成された導入口、及び
　前記少なくとも１つの水濾過要素によって濾過された水を前記汎用頭部から流し出すこ
とのできる、前記汎用頭部内に形成された導出口
を有することを特徴とする多段階浄水システム 。
【請求項２５】
　前記システムが３つの別々の濾過ユニットを有し、
　前記３つの濾過ユニットの内の第一濾過ユニット用の少なくとも１つの水濾過要素が沈
殿物フィルタを含有し、
　前記３つの濾過ユニットの内の第二濾過ユニット用の少なくとも１つの水濾過要素が活
性炭フィルタを含有し、
　前記３つの濾過ユニットの内の第三濾過ユニット用の少なくとも１つの水濾過要素が逆
浸透（ＲＯ）フィルタを含有する
ことを特徴とする、請求項２４に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記第一濾過ユニットが前記直列連結の第一番目に配置され、前記第二濾過ユニットが
前記直列連結の第二番目に配置され、前記第三濾過ユニットが前記直列連結の第三番目に
配置されることを特徴とする、請求項２５に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記第二濾過ユニットが前記直列連結の第一番目に配置され、前記第一濾過ユニットが
前記直列連結の第二番目に配置され、前記第三濾過ユニットが前記直列連結の第三番目に
配置されることを特徴とする、請求項２５に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記第二濾過ユニットが前記直列連結の第一番目に配置され、前記第三濾過ユニットが
前記直列連結の第二番目に配置され、前記第二濾過ユニットが前記直列連結の第三番目に
配置されることを特徴とする、請求項２５に記載のシステム。
【請求項２９】
　浄化されていない原水を濾過する炭素フィルタ手段、
　前記炭素フィルタ手段によって濾過された水を濾過する逆浸透（ＲＯ）フィルタ手段、
　前記炭素フィルタ手段と前記ＲＯフィルタ手段とを含む単位水受を連結する手段、
　浄化されていない原水を前記炭素フィルタ手段へと流す第一水路手段、
　前記炭素フィルタ手段によって濾過された水を前記ＲＯフィルタへと流す第二水路手段
、
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　前記ＲＯフィルタから水を流す第三水路手段、及び
　前記ＲＯフィルタによって濾過された水を前記第三水路手段から流し出す導出手段
を有することを特徴とする浄水システム 。
【請求項３０】
　浄化されていない原水を炭素フィルタに導入し、
　前記原水を前記炭素フィルタ内を通過させ、
　炭素フィルタで濾過された水を、前記炭素フィルタと共通の水受内の下流に配置されて
いる逆浸透（ＲＯ）フィルタに導入し、及び
　ＲＯフィルタによって濾過された水を透過水としてシステムから注出する
ことを特徴とする、蛇口取り付けシステムにおける水の浄化方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に浄水システム に関し、より詳しくは、炭素片前置フィルタを用いた
二段階逆浸透濾過プロセスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　逆浸透ユニットは、何年にも亘って住居用水、都市用水、及び工業用水の浄化に使用さ
れてきた。システムの中には、自給式であり、一般に、都市水供給ラインに接続すること
により、オンデマンドで飲料水を供給するように設計されているものもある。このような
システムは、重力による流れ又は密閉型タンク内にある浮き袋の後ろにある圧縮空気の拡
張によって駆動される流れのいずれかによって、使用者が取り出すことのできる浄化水又
は飲料水の即時使用可能な貯蔵槽を作っている。その他のシステムは卓上に載置されるか
、水道の蛇口に直接取り付けられる。
【０００３】
　逆浸透膜分離装置は、通常、膜壁の導入側（供給側と称されることが多い）と、膜壁の
反対側（生成水側として知られている）との流体圧力差を大きくすることによって機能す
る。この圧力差によって、膜壁の微細孔を通じて流体を流す一方、通常、塩や鉱物の溶質
の通過を阻む。小規模又は家庭用器具タイプの分離システムにおいては、液体貯蔵槽又は
タンクに向けて、膜浄化ユニットから所望の透過水が放出される。このようなタンクは、
蛇口又は他の使用点でかなり大量の生成水を高速で提供する。さらに、タンク又は貯蔵槽
は水を使用していない間に所望の量まで繰り返し満たすことができるが、このシステムを
用いると、比較的小さい、直接的な生成水流量のみを有する小さくて経済的な膜分離装置
を使用することができる。逆浸透ユニットの効率と効果とを増すために様々なシステムが
開発されてきたが、改良のための研究が続いている。
【発明の開示】
【発明の要約】
【０００４】
　浄水システム は、活性炭フィルタと逆浸透（ＲＯ）フィルタを有している。活性炭フ
ィルタは、通常、中央管の上部を挿入する中央開口部を有して形成されている。活性炭フ
ィルタの下流に配置されているＲＯフィルタは、前記中央管の孔を設けられた部分の周囲
に形成することができる。このシステムは、前記中央管と共に活性炭フィルタとＲＯフィ
ルタとを含む水受を受容するように構成された頭部をさらに有している。この頭部に形成
された導入口は浄化されていない原水を活性炭フィルタ中に流し込むことができる。活性
炭フィルタ内に形成された環状の表面と中央管の外表面とによって定められる第一の水路
によって、水はＲＯフィルタ内に流れ込む。中央管内の水路によって、ＲＯフィルタから
の水を中央管の孔を設けた部分を通して頭部内に形成された導出口へと流すことができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００５】
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　本発明の前記及び他の面、特徴、並びに効果は、添付の図面に関してなされる、以下の
好ましい態様の記載を考慮することにより、より明確になるであろう。
【０００６】
　以下の詳細な記載においては、本願の一部であり、図示という方法によって発明の具体
的な態様を示している添付の図面を参照する。他の態様も使用することができ、また、方
法の変更はもとより、構造及び電気関係の変更を本発明の範囲から離れることなく行うこ
とができるのは、この技術分野の当業者であれば理解することができる。
【０００７】
　ここで使用されている、「下流」という用語はシステム中の水の流れる方向を意味し、
「上流」はシステム中の流れと反対の方向を意味する。「原水」という用語はシステムに
導入される浄化されていない水を指し、「透過水」はＲＯフィルタによって濾過された浄
化水を指す。「濃縮物」という用語は、ＲＯフィルタによる濾過工程の結果として発生し
た、浄化されていない水又は塩水を意味する。
【０００８】
　明確さと図示の容易さとのために、様々な水路、送水管、開口部、及び管が、それらを
取り囲む構造物に比べて拡大されている。実際の使用においては、通常、これらの水路は
図示されているものよりも遙かに小さい。さらに、システムを通過する水の流れの一般的
な方向を示すために、様々な矢印が使用されている。
【０００９】
　ここで、図１を参照すると、本発明の浄水システム 10の一態様の断面図が示されてい
る。システム10は、頭部14を部分的に取り囲んでいる、任意の除去可能なカバー12を有し
ている。浄化されていない原水はネジ筋を切った導入口16と供給管18とを経てシステムに
導入することができる。導入口へは凹部20から入れることができる。
【００１０】
　通常、圧力容器と称される水受22は、様々な濾過部品を含む空洞部を有する円筒形の水
密な筐体を有している。この水受は、公知の技法を用いて、前記頭部と取り外し可能に連
結することができ、炭素フィルタ24及び逆浸透（ＲＯ）フィルタ26等の１以上の水濾過用
フィルタを含有している。中央管28の下方部分は螺旋状に包まれたＲＯフィルタ26と接触
するように図示されており、該中央管の上方部分は炭素フィルタ24内に形成された軸方向
の開口部を通って延在している。この中央管は底端部で閉じられているが、導出口30に至
る上端には開口部を有している。導出部からは、ここでは透過水とも称される浄水を流出
する。一般に、導出口30は、透過流出物の貯蔵容器として機能する液体蓄積貯蔵槽又はタ
ンク（図示せず）に連結されている。透過水貯蔵容器の詳細は本発明にとって重要ではな
く、これ以上記載する必要はない。
【００１１】
　炭素フィルタ24の中央管に対する配置は、上端キャップ32及び下端キャップ24等の適切
な構造物を用いて行うことができるが、他の適切な固定手段も用いることができる。上端
キャップ及び下端キャップの両方は、炭素フィルタ24を受容する大きさになっている。こ
のような配置によって、水受22の内部空洞部内に炭素フィルタを固定することができ、基
部水路36と末端部水路38とが作られる。炭素フィルタは、システムの動作圧力下で実質的
に漏出のない連結を行うことのできるあらゆる技法を用いて、上端キャップ及び下端キャ
ップに連結することができる。即ち、原水は炭素の塊を通って半径方向内側にのみ流れ、
炭素フィルタと上端キャップ、炭素フィルタと下端キャップとの間を通って水が流れるこ
とはない。上端キャップと下端キャップとは接着剤を用いて、又はこれらの構造物を熱的
に付着させることによって、連結することができる。あるいは、これらの構造物を、摩擦
による緊密な連結を形成するような大きさにすることもできる。
【００１２】
　所望であれば、１以上のゴム又は弾力性のあるＯリングガスケットを用いて、濾過の様
々な段階で水の混合が起こらないようにすることもできる。例えば、Ｏリング40を中央管
28の上方部分であって頭部14の定められた内表面の近くに配しても良い。Ｏリング40は中
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央管の頭部との連結を容易にし、原水が透過水と混合するのを防ぐ。同様に、Ｏリング42
を中央管上の上端キャップ32に近接する位置に配して、炭素フィルタと中央管との相互の
位置関係をより確実なものとすることもできる。Ｏリング42は原水が炭素フィルタ24によ
って濾過された水と混合するのを防ぐ。Ｏリング44を下端キャップ34の外表面の周囲に、
水受22の内壁と接触させて配することもできる。Ｏリング42と同様に、Ｏリング44も原水
が炭素フィルタ24によって濾過された水と混合するのを防ぐ。所望であれば、ＲＯフィル
タ26は、下端キャップ34の底部表面と接触するシェブロンシール45をさらに有してもよい
。このシェブロンシールは炭素フィルタ24によって濾過された水が、ＲＯフィルタを通過
することのできない浄化されていない水と混じるのを防ぐ。
【００１３】
　炭素フィルタ24としては、従来の炭素フィルタ装置を用いることができる。一般に、炭
素フィルタは、原水から所望のレベルの塩素を除去する充分な量の活性炭又は木炭を含有
している。本発明を制限しない例においては、炭素フィルタには、約20～80グラムの、粒
径が約0.01ミクロン～約50ミクロン、孔の大きさが約１～50ミクロンである活性炭を充填
することができる。
【００１４】
　ＲＯフィルタ26は公知の逆浸透濾過材料を用いて作ることができる。例えば、ＲＯフィ
ルタは、小さな純水の分子のみを開口部48を通って中央管の内部50へと通過させる、複数
の小さな小胞子を有する、螺旋状に捲回された薄いフィルム状の膜46を有していてもよい
。具体的には、膜46は、逆浸透半透膜の２つの層の間に、多孔性の材料によって形成され
たエンベロープを有しており、このエンベロープは、隣接するエンベロープ同士を分離す
る分離グリッドと共に中央管の周囲に螺旋状に捲回されている。ある態様によると、ＲＯ
フィルタの容積１立方センチメータに対して約２ cm2～約10 cm2の半透膜表面積を有して
いる。
【００１５】
　動作の間、純水は、（通常の家庭用水道水の流速に比べて）比較的ゆっくりとした速度
で中央管28に向かって半径方向内側に膜46を通過する。同時に、システムに導入される原
水の一部は、汚染要素と共に膜46を通過することができず、それ故に多孔質の材料を通過
して軸方向下方に流れ、水受22の底部52に入る。システムの圧力が、原水と共に後に残さ
れた汚染要素を運ぶのに充分な流速でＲＯフィルタを通して原水を下方へ押し流し、その
結果、浄化されていない水が水受の底部に蓄積することになる。
【００１６】
　中央管28の底部は、支持体56と接触している支持隔壁54を有していると図示されている
。これらの支持隔壁54は濃縮物が水受の底部から、導出口58を通って流れるのを可能にす
る開口部を有しており、導出口58から濃縮物は排出口60へと排出される。水受の圧力は、
導出口58の内径と長さとの大きさによって維持・制御されている。いくつかの態様におい
ては、流れ制限器62が導出口58内に配置されており、適切な濃縮物の排出のために必要な
逆圧を与えている。濃縮物は、任意に、流れ制限器の上流に配置されるメッシュスクリー
ンを用いて濾過することができる。メッシュスクリーンは、濾別除去されなければ、流れ
制限器によって形成される比較的狭い流路に引っ掛かるかもしれない微粒子を濾別する。
流れ制限器、メッシュスクリーン、又はその両方の構造物は、水受の筐体と一体化されて
いてもよい。あるいは、これらの構造物の一方又は両方は、使用者がシステムを点検する
ことができるように、取り外し可能にすることもできる。頭部カバー、頭部、上端キャッ
プ及び下端キャップ、中央管、並びに水受等のこのシステムの様々な構造部品は、硬い、
又は概ね硬いプラスチック又は鋳造材料であれば殆どあらゆるタイプの材料を使用して形
成することができ、例として、ポリプロピレンもしくはアクリロニトリル-ブタジエン-ス
チレン樹脂（ＡＢＳ）などを挙げることができる。
【００１７】
　浄水システム 10の運転は以下のように進行する。依然として図１を参照すると、浄化
されていない原水は、導入口16に連結された、家庭用蛇口（図示せず）等の加圧水源を経
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てシステムに導入される。原水は供給管18に流れ込み、下方に流れて末端水路38に入り、
半径方向内側に流されて炭素フィルタ24を通過する。炭素フィルタは、通常、塩素、味、
臭気、重金属、揮発性有機化合物（VOCs）、包嚢等の汚染要素を除去する。塩素又は他の
汚染要素と接触することによって受けることのある損害からＲＯフィルタを保護するため
に、塩素を濾別する炭素フィルタはＲＯフィルタの上流に配置される。このような炭素フ
ィルタの配置により、炭素片前段フィルタがない場合よりも、ＲＯフィルタの使用寿命を
延ばすことができる。
【００１８】
　濾過された原水は基部流路36に流れ込み、開口部47を通してＲＯフィルタの膜46へと下
方へ流される。水は圧力によって膜の多孔材料を通され、一方、同じ膜の半透部分は溶解
している材料が通り抜けるのを防ぐ。浄水は螺旋路を通って膜46の内側に至り、中央管48
に設けられている、孔又は開口部48等の開口部を通り抜けて出て行く。浄水は中央管の内
部を通って上方に流れ続け、最後に、導出口30を通ってシステムから出る。同時に、浄化
されていない水は、膜46の各巻きの間から下方に流れ、水受の底部52へと不純物を運ぶ。
通常、蓄積された濃縮物は導出口58と排出口60とを経てシステムの外部へと流れ出る。膜
46を通り抜ける場合がある、又は長期に亘る逆浸透処理によって形成される場合のある大
きな粒子は、任意にメッシュスクリーン64を設けて捕えることができる。
【００１９】
　図２は浄水システム 10を構成する様々な部品の展開断面図である。頭部カバー12は、
頭部14から取り外した位置で示されており、炭素フィルタ24も中央管28から分離されてい
る。この図は、導出口30に近接して頭部に形成されている空洞部80を示している。上端キ
ャップ32は中央に位置する開口部82を有し、下端キャップ34は中央に位置する開口部84を
有している。これらの開口部の各々は、中央管を受容する。
【００２０】
　通常、炭素フィルタ24とＲＯフィルタ26とは別々の部品である。これらフィルタのいず
れかの交換は、頭部14から水受をネジで取り外して使い古されたフィルタを除去すること
によって、容易に行うことができる。炭素フィルタのみを交換するために、可能ではある
が、使用者がさらにＲＯフィルタとそれに取り付けられている中央管とを除去する必要は
ない。この構造によって、カーボンフィルタを交換する工程が単純化される。さらに、炭
素フィルタとＲＯフィルタとは別々の部品であるから、炭素フィルタかＲＯフィルタのい
ずれであれ、消費者は使い古されたフィルタのみを交換すればよく、従来のシステムで一
般に要求されるように、両方のフィルタを交換する必要がない。したがって、炭素フィル
タを交換しなければならないときに、消費者は、まだ使用することのできる高価なＲＯフ
ィルタを早すぎる時期に交換することを強いられることがない。
【００２１】
　炭素フィルタとＲＯフィルタとを別々の部品とすることによって実現される他の効果は
、どちらかのフィルタの機能がもはや必要なくなったり望まれなくなったりした場合には
いつでも、必要なくなったフィルタを水受から除去することができる。除去されたフィル
タは後の使用に備えて保存しておくことができ、このようにすると、当該フィルタの全体
としての有効寿命を長くすることができる。
【００２２】
　浄水システム のいくつかの態様を記載してきたが、この開示の範囲内での追加的な変
更が可能である。例えば、炭素フィルタ24とＲＯフィルタ26との相対的な大きさは、特定
の要件を満たすように調整することができる。大きな炭素フィルタと相対的に小さなＲＯ
フィルタとは重度に塩素化された水に曝される地域においては有用である。逆に、塩素化
のレベルが低い地域においては、小さい炭素フィルタ及び相対的に大きなＲＯフィルタで
充分である。炭素フィルタとＲＯフィルタとにとっては別々の部品であることが経済的に
は有益であるが、これらの部品を単一の構造物を形成するように一体化することもできる
ことに、さらに注意されたい。
【００２３】
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　別の例として、ＲＯフィルタ26のみを唯一の濾過部品として残し、炭素フィルタを除去
することもできる。この態様においては、通常、ＲＯフィルタは図１及び２に示されてい
るものよりも長さが大きくなり、中央管28の外部の殆ど全てに延在して覆うことになる。
具体的には、適切なＲＯフィルタは中央管の底部からＯリングガスケット40と42との間の
位置にまで延在する。この単一フィルタ型の設計は、炭素片フィルタの前段フィルタ能力
がもはや必要ではなくなったとき、又は望まれなくなったときに（例えば、原水が望まし
くないレベルの塩素を含まない場合、又は原水が他の濾過部品によって前段濾過されてい
る場合など）、いつでも実施することができる。
【００２４】
　また別の態様では、ＲＯフィルタ26をシステムから除去して、炭素フィルタ24を唯一の
濾過部品として残すこともできる。ＲＯフィルタのみを使用する態様に類似して、この炭
素フィルタのみを使用する態様も、通常、添付の図面に示されているものよりも長い炭素
フィルタを必要とする。適切に大きさを定められたフィルタは、中央管の底部からＯリン
グガスケット40と42との間の位置にまで延在する。
【００２５】
　他の態様によると、炭素フィルタ24、ＲＯフィルタ26、長さを大きくしたこれらのフィ
ルタを、１つずつ、又はまとめて、他の型及び大きさの水フィルタと交換して、水の様々
な状態に適応させ、又は消費者の様々な要求を満たすことができる。このような代わりの
フィルタの例としては、中空繊維フィルタ、沈殿物フィルタ等を挙げることができる。中
空繊維フィルタは生物的な汚染要素を効率的に除去し、一方、沈殿物フィルタは望まれな
い微粒子状物を除去する。これらの態様は、図５及び６に関連してより詳細に記述する。
【００２６】
　システム10について、水受の内部に炭素フィルタ24を構造的に位置づけるのに上端キャ
ップ32と下端キャップ34とを使用するものとして記載してきた。別の方法として、その形
状が上端キャップと下端キャップとの構造と機能とを実質的に有するように、炭素フィル
タを形成するという方法がある。あるいは、上端キャップ32及び下端キャップ34は、それ
ぞれ、炭素フィルタ24を形成するのに使用されるのと同じ又は類似する材料を用いて形成
することができる。
【００２７】
　図３は、従来の家庭用蛇口90と接続されて運転される浄水システム 10の側面図である
。このシステムは、例えば、急速継手92を用いて取り外し可能に蛇口に連結することがで
きるように図示されている。この継手は、蛇口と頭部14とを流体的に連結するのに必要な
構造物を含む。適切な継手は、ネジ筋を切った導入口16（図１及び２を見よ。）と協力す
るネジ山を切った構造物を含む。動作の間、蛇口は原水を供給し、供給された原水は先に
記述した濾過プロセスに従って濾過され、透過水と浄化されていない濃縮物とを別々に放
出する。
【００２８】
　いくつかの態様においては、シンク又は水盤の上に配置される従来の住居用又は商業用
蛇口と共に動作するようにシステムを設計することができる。浄水システム 10全体の大
きさが、シンク又は蛇口を改造する必要がなく、そのままシステムを直接的に蛇口に取り
付けることができる程度であれば、使用者にとって最適であろう。このような大きさの制
限に適応させるために、頭部カバー12から水受22の底部までの全長が、約５インチから約
11インチの間になるようにシステム10を構成することができる。この明細書において、こ
のような態様を「蛇口取り付け」システムと称する。
【００２９】
　蛇口取り付け用設計の別の態様として、システムは、例えば、卓下（under-counter＝
ＵＣ）システムを用いた別のタイプの水源から受け取った水を濾過するようにシステムを
構築することができる。具体的には、浄水システム 10は、図１～３に示されているもの
から、テーブルの下、又は別のどこか離れた場所に取り付けることができるように変更す
ることができる。いくつかの例においては、卓下システムは、これから説明するように、
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頭部と頭部カバーとに変更を必要とする。
【００３０】
　ここで図４を参照すると、同図には部分的に頭部96を覆っている頭部カバー94の断面図
が示されている。図１に示されている頭部カバー及び頭部とは対照的に、頭部96はネジ筋
を切られた導入口を介して原水を受け取らない。その代わりに、頭部96は導入口98を介し
て水を受け取る。この導入口は、地域の水供給ライン、住居用水又は商業用水ライン、及
びとりわけ別の型の水フィルタ等の水源に連結することができる。導入口を適応させるた
めの構造的な変更の他は、頭部96は頭部14と実施的に同じである。したがって、頭部96は
水受22と水受内に収容されている様々な濾過部品とを受容する大きさに定められる。この
頭部96を用いて、先に記載した技法と同様にして原水を濾過することができる。
【００３１】
　図５は、多段階浄水システム 100の側面図である。システム100は３つの別個の浄水シ
ステム を有するものとして図示されており、該３つのシステムは単純にフィルタユニッ
ト102, 104, 及び106と称されており、流体流通可能に直列に連結されている。これらの
フィルタユニットの各々は、図１、２、及び８に関連して記載された様々な濾過部品及び
構造のどれを用いて構築してもよい。システム100の要素である各フィルタユニットは別
々の異なる型のフィルタを含むことができる。全体として、システム100は、２種以上の
異なる型の濾過部品を用いて原水を濾過することになる。
【００３２】
　例えば、第一の濾過段階用には、フィルタユニット102は沈殿物フィルタ又は中空繊維
フィルタを備えることができる。第二段階では、フィルタユニット104はＲＯフィルタを
除いて炭素フィルタ24のみを含んでもよく、第三段階では、フィルタユニット106はＲＯ
フィルタ26のみを含む。これらのフィルタ設計物の様々な構成は図２に関連して説明した
。
【００３３】
　運転中、浄化されていない原水は導入口98でフィルタユニット102に入り、該フィルタ
ユニットに含まれている、例えば、沈殿物フィルタ又は中空繊維フィルタで濾過される。
濾過された水は導出口30からフィルタユニット102を出て、第２段階フィルタユニット104
に入る。フィルタユニット104は炭素フィルタを用いた濾過を行い、濾過された水は第３
段階フィルタユニット106に供給される。フィルタユニット106で使用されているＲＯフィ
ルタによって最終段階の濾過を行い、その結果、透過水ができる。望ましくない濃縮物は
排出口60から排出される。フィルタユニット102及び104は濃縮物を生成しないので、これ
らのフィルタユニットには水受22の底部に排出口を設けることを要しない。
【００３４】
　システム100の様々なフィルタユニットの数、及び型、並びにフィルタユニットの各々
が配置される順番は、必要又は所望に応じて変更することできる。例えば、フィルタユニ
ット102は、また、システム100を構成する一連のフィルタユニットの最後に配置すること
もできる。また別の方法としては、フィルタユニット104を一連のフィルタユニットの最
初に配することもできる。フィルタユニット106中のＲＯフィルタを有害な塩素から守る
ために、フィルタユニット106は、塩素を除去する炭素フィルタを含んでいるフィルタユ
ニット104の後に配置するのが望ましい。
【００３５】
　また別の態様においては、直列に連結された４以上のフィルタユニットを使用する。一
例においては、フィルタユニット106の後に、もう１つの沈殿物フィルタ、中空繊維フィ
ルタ、又は炭素フィルタが配置される。一例として図５に示されているフィルタユニット
の構成を用いると、もう１つのフィルタユニットはフィルタユニット106の導出口30から
の透過水を受け、次いで、該フィルタユニットに含まれる特定の濾過要素（例えば、沈殿
物フィルタ）を用いて該透過水を濾過する。
【００３６】
　単一の型のフィルタ要素を含む様々なフィルタユニットに関して図５を説明してきたが
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、本発明はこのような例に限定されることがなく、他の構成も可能である。一例として、
個々のフィルタユニット、例えばフィルタユニット102は沈殿物フィルタと共に炭素フィ
ルタを含むことができる。他の例としては、単一フィルタユニット内、例えばフィルタユ
ニット106内で、沈殿物フィルタをＲＯフィルタと組み合わせて使用することができる。
したがって、様々な炭素フィルタ、沈殿物フィルタ、ＲＯフィルタ等を含む、ここに記載
されている様々なフィルタのいずれも組み合わせて単一のフィルタユニット、例えばフィ
ルタユニット102内に配することができる。
【００３７】
　さらに、多段階浄水システム 100は卓下又は遠隔運転用として設計されているので、図
３に示されている蛇口取り付けシステムに関連する大きさの制限は受けない。したがって
、システム100の構成要素であるフィルタユニットの各々は蛇口取り付けシステムと比べ
て全長が大きい。このフィルタユニットの長さの増加により、より大型でより能力の高い
内部フィルタを使用することが可能になる。
【００３８】
　消費者にとっては、図３に示されているような蛇口取り付けシステムを最初に購入して
使用するのが普通である。しばらくしてから、消費者は自分たちの浄水システム を図５
に示されるような多段階システムにグレードアップしたいと望むこともある。多段階シス
テムの全経費を抑制するために、消費者には、新しい多段階濾過システムと共に、既に所
有している蛇口取り付けシステムの水受とその濾過部品とを活用するという選択ができる
場合がある。このようなシステムの例は、多段階浄水システム 110の側面図である図６に
示されている。システム110は、数多くの点で図５に示されているシステムに類似してい
る。主要な相違点は、図６のシステムは、蛇口取り付け用として設計された１以上のフィ
ルタユニット（フィルタ112）を含んでいることであり、このフィルタユニットはそれよ
りかなり長いフィルタユニット102及び104と共に使用される。この態様において、フィル
タユニット112はＲＯフィルタ26を含んでおり、所望であれば。炭素フィルタ24も含むこ
とができる。
【００３９】
　例えば、図６に示されているように、フィルタユニット112は比較的長さの小さい水受
を含んでいる。この水受を、ここでは蛇口取り付け用水受と称する。蛇口取り付けシステ
ムと多段階浄水システム とは、同じ又は類似の大きさの頭部を使用するので、これはあ
り得ることである。したがって、多段階浄水システム 用に設計された比較的長い水受を
、蛇口取り付けシステム用に設計された蛇口取り付け用水受に代えることは可能である。
即ち、家庭用蛇口に取り付けることのできる頭部に適合するように設計された水受は、多
段階浄水システム において使用される頭部にも適合する。従来の多段階濾過システムは
、目下のところ、このような柔軟性を提供していない。
【００４０】
　図７は、本発明の一態様による、水の浄化方法を示すフローチャートである。200と付
したブロックにおいて、浄化されていない原水が炭素フィルタに導入される。次に、ブロ
ック210にて、原水が、炭素フィルタ中を半径方向内側、又はある態様においては下方に
通される。炭素フィルタを通過した水は、次いで、ＲＯフィルタ中に導入される。ブロッ
ク220に記載されているように、通常、ＲＯフィルタは下流にあり、炭素フィルタと共通
の水受内にある。ブロック230においては、ＲＯフィルタで濾過された水は蛇口取り付け
用浄水システム から透過水として注出される。
【００４１】
　図８は、浄水システム 300の断面図である。システム300は、多くの点で図１に示され
ている浄水システム 10に類似している。これらのシステムの至要な相違点は、システム1
0は原水を半径方向内側に炭素フィルタ中を通過させているのに対し、システム300では原
水を下方に向けて炭素フィルタ中を通過させていることである。
【００４２】
　やはり図８を参照すると、上端キャップ310と下端キャップ315等の適切な構造物を用い



(12) JP 2008-514404 A 2008.5.8

10

20

30

40

50

て炭素フィルタ305を中央管28に関して配置することができるが、他の適切な手段を用い
ることもできる。上端キャップ及び下端キャップの両方は、炭素フィルタ305を受容する
大きさになっている。図１に示される態様に類似して、システムの運転圧力下で実質的に
漏洩なく連結する技法を用いて、炭素フィルタ305は上端キャップ310と下端キャップ315
とに連結してもよい。即ち、原水は炭素フィルタ305を通って下方にのみ流れ、炭素フィ
ルタ305と中央管28の外壁又は水受の内壁22との間を水が通ることはない。上端キャップ3
10及び下端キャップ315は、システム10に関連して先に検討した技法のいずれを用いても
炭素フィルタ305に連結することができる。
【００４３】
　システム10の炭素フィルタに類似して、炭素フィルタ305としては従来の炭素濾過装置
を用いることができる。所望であれば、水を透過しない材料で炭素フィルタの内壁317及
び外壁320を形成することができる。これによると、炭素フィルタ305によって濾過された
水がＲＯフィルタ26に向かって下降する水路を移動するのが容易になる。代替し得るもの
として、また、追加的に、炭素フィルタ305は、その内壁317が中央管28の外壁に接触し、
その外壁320が水受22の内壁に接触するような大きさとすることもできる。
【００４４】
　浄水システム 300の操作は、いくつかの点では、システム10と同様の方法で行われる。
やはり図８を参照すると、浄化されていない原水が加圧水源（この図には示されていない
）を介してシステムに導入される。原水は供給管18へと流入し、隙間又は空洞部315に流
れ込む。この原水は、次いで、例えば上端キャップ310に形成された孔又は開口部330によ
って炭素フィルタ305に導入される。
【００４５】
　他の態様に比べて、システム300の原水は、塩素、味、臭気、重金属、揮発性有機化合
物（VOCs）、包嚢などの汚染要素を除去する炭素フィルタ305を通して下方に流される。
濾過された原水は、下方に流れて下端キャップ315に形成された孔又は開口部335に流れ込
み、ＲＯフィルタの膜46に向けられる。濾過プロセスは先に記載したものと類似の方法で
進み、最終的に導出口30からシステム300を出る浄水と、排出口60からシステムを出る濃
縮物とになる。
【００４６】
　所望であれば、水を下方に流して濾過することのできる他の型の濾過装置で炭素フィル
タ305を置換することができる。代わりとなる様々な濾過装置及び濾過材としては、樹脂
、金属、セラミックス、酸化物などを挙げることができる。水の濾過及び浄化システムの
技術分野の当業者には理解されるように、このようなタイプの材料の各々は、特定のタイ
プの汚染要素を濾別する。例えば、炭素フィルタ305による下降濾過工程に合うように変
更するなど、システム300は、図１及び２に関して記載されている様々な濾過部品及びこ
れらの相対的配置のいずれを用いても構築することもできる。
【００４７】
　図８は、開口部330を介して炭素フィルタ305に原水が導入されることを示しているが、
これは必須の要件ではなく、原水を炭素フィルタに向けることのできる機構であれば、ほ
とんど全ての機構を使用することができる。例えば、上端キャップ310を、上記のものと
は異なり、供給管18と連通する単一の水路を有するように形成することもできる。この態
様では、空洞部325は必要とされない。同様に、開口部330も必要とされず、炭素フィルタ
で濾過された水を膜46に向ける殆ど全ての機構（例えば、単一の管）を使用することがで
きる。また別の態様として、上端キャップ310、下端キャップ315、又はこれらの両方を省
くこともできる。この態様によると、通常、炭素フィルタ305が中央管28の外壁と水受22
の内壁に接触するように、炭素フィルタの大きさが定められる。
【００４８】
　開示されている態様を参照しながら本発明を詳細に記載してきたが、この技術分野の当
業者には、本発明の範囲内で様々な変更を加えることができるのは明らかである。一態様
に関して記載された特徴は、通常、他の態様にも適用することができることを理解された
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い。したがって、本発明は、請求項に関してのみ適切に解釈される。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】図１は、本発明の一態様による浄水システム の断面図である。
【図２】図２は、図１に示されている浄水システム を構成する様々な部品の展開断面図
である。
【図３】図３は、従来の家庭用蛇口と連結した図１の浄水システム の側面図である。
【図４】図４は、図１及び２の浄水システム において使用することのできる頭部の別の
態様の断面図である。
【図５】図５は、本発明のもう１つの態様による多段階浄水システム の側面図である。
【図６】図６は、蛇口を取り付けることのできる水受を用いた多段階浄水システム の側
面図である。
【図７】図７は、本発明の一態様による、水を浄化する方法を示すフローチャートである
。
【図８】図８は、本発明のもう１つの態様による浄水システム の断面図である。

【図１】 【図２】
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